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世 界、実の事竹 笹 手持
‘' 

室 井 締
A  ィ，，..‘."'，・h'. 竹が日本に広〈裁培されると共に自生の積類も甚だ| く、花栓 2叉‘深〈裂ける、種子は薄皮に包まる、科

多い、狭い日本から現在までに発表されたものが 4a突| 高は不定、手早に刺なし。
12属 662$重の多数にのぼり、日本外の地域で大卒洋戦 I ; 本旋に 3 属がある。
争までの記録では 7族37属 601種、合計7族46属ロ50 I  Al 楽に格子目なし
種になっ・ている。竹では栽培面積守種類の何れから見
で色世界を相手にして色余裕がある。. . . 一一一÷守司占
それに世界の竹に関ナる邦語の色のはー矯色ないか
b ①ムシ官、ヘツケル、カ毛スその他の書物か同 | 竿序に髄河申. . . . .  .' 
とその大まかな特徴と概数を列記して見た。河燭圃 IA2 繋は絡子自あ T. /1、穂2 - 3花、穂状の円錐花序
なお日本の色のは紙数の関係から省略したから必要

な方は中弁博士の揺物研究雑誌、 9巻や拙者の本音昔、 1巻
2宅去を雲昼間して裁きたい婦入の図版l主力モス其の他
の著書から岡村はた先生が模写して下さった。厚〈同
先生に感謝したい。' (.‘ 

各族の検索 4、
Al 薬代給部なく枝は各節普遜 3 - 5、校は 2 節よりな
る、雄蕊弘子房1、柱頭 3 岐…・・・ (7) Shibalaeeae 

節よりなる ，. 
Bl 草本茎、種子は薄い皮で包まれている

，…(5) Chusqueae 
Ba =*本芸、

e  

ー

Baccifereae 
D2 種皮は簿〈て種子に密着
El 薬は格子闘をなナ
Fl 喬木にして稗締は萄の成長と同時に費量
股ナる….....・H ・H ・..{2) .  Arundinariae 

-F2 併にして糊は永久に離脱せ争調
¥J・・…(6) Saseae 

E2 奈は格子目を欠く……(4) Bambuseae 

ノ，…・ (23) Meloslachys wJ 
Trib. e2) A r u n d i n a r i a e マダケ族

雄滋 3‘務"， 3、離主主、ペJ、穂1ー多数、外主目鋭頭、・或
は小菅端、不邸瞭な多除、内頴はタト頴と同長、 2脊
稜、事事き果皮は種子に合着、平手に刺なし、高さ不予定、
現舗は落ち易し、先端に附属物あれ棄は路子原状。

Al 粋は円柱形、小穂 1ー多花、主主頴は小数除、花栓
‘は極短、 2 - 3分岐し柱頭が付く、務代離生、 3花柱
頴2個、務に1個
Bl 雄蕊 6個
Cl 盛潜水或は喬木状、務lこ・1 5 mを超ナ、薬は絡
‘子日状、花序円銭形又は房状

:γ・・・・(2) A1・ulldinaria
Cz lIai溜木、棄は裕子自をなきするJ 花序は円錐形
4 花序の枝桓の上に短い房状に並んt:: 1小穂、 1
花よりなる、花糸長t . . ，. . -一品おー-5・

日…・ (28) Oreiostachyum 
Bz 雄蕊 3 個
Cl 薬は格子白状をなさ宇J 花序の最終技極基部
には小菅片あり、子房上lこ3個の柱頭あり、 1本

F の短い花柱が付く…・・・(45) T h a m mぴ'calamus
C2 紫は格子国状、花序は偏側位、基部に有縮小

." "/，.. I  ....4 省片あり、子房は座着、基都合着せざる花栓を
Trib. (1) A r t h r側 yIid a e ， Farges ia 

雄蕊 3、離生、 11、穂は基部及び頂に不完全な花が芳 I

① C. Munro: A  Monograph of the Bambusaceae(l868). 
E. Hackel: Graminae.Bambusac巴ae，in E J!gle und Prantl. Die Naturliche Pflanzen.famIlien 
I.Abs. 2  pp. 8 9 - 9 7  (1887) 、
E. C. Camus: Les Bambusees (1913) 
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弘 本研究は文部省よ P交附された科学研究助成金によ担「本邦に於げる竹笹科の分類亨J的研究」の 1部として為さ
れた色のでありまして同省に対し深甚の謝意を表しまナ。
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みあり、雄蕊3
B1 柱頭極めて長く先端分岐、脅木性
C1 拝輔の全部に離層が出来る

Sinoarundinaria 
Q 稗輔のー背部に離属が由来すも纂が下垂する

…・・く39) SemiaruJldinaria 
B2 花柱は基部より離生、子房は無柄又は亜撞着
C1 草質茎、雄蕊は超出せざる花王長を有す。花序
は短い円錐形、小謡は不同の 2/J、花よりなる

……(24) Microcalamus 
C. 竹の高さみ-4m、雄蕊は開花後殆んE 花糸を

4花、或は発育不全小花を傭弘実は永容果皮吉野町
又は集鏡果皮に包まる、鱒片教は不定

……く39) Schizostachyum 
A ，雄蕊氏稀に 5一九鱗片 3ー.2，種子有噴西洋諜予'

状、 肉質 …・べ21) Melocanna 
As 雄蕊 6 - 1却、分離又は単体、鱗片の数は不声、種
子大きい、果実は肉質

Trib. (4ユBambuseae ホウライチタ族
雄蕊h、花系離生、或は多少接合、小穂上下の小花

不完全、内頴は 2 背稜、種皮は薄い果皮に包まる、稗
抽出ぜ令、花糸は広い円錐花、小穂は 2、稀 lば有刺又は無刺、円柱形、基部には時に Tabasheeiと
に1-3/J、花あり …・・(15うGlaziophyton I称する白い粉あれ中央の凹みは多少発達。

As 梓は方形、四みない花は朱知 |  本族を 2亜族13属とする。
'  …・・・仰〉? Tetragonocalamus 1  41亜族
Trib. (3コBaccifer回 e

より分離し得る。
本挨に 9 属がある。
第 1 5a旋 Dendrocalameae 、
内皇賞は 2 背稜

A1 (J、穂は 2 個、 A、花多数、円錐花序の頭部につ〈、
子房は有宅、実は小さ〈果震は集震

……(11) Deridrocalamus 
h 小穂はF 小花、円錐花序の枝極の頂につく、子房
は無宅、実は大きく向質の果皮に包まる r

……(22) Melocalamus 
A s 小穂は多小花、長〈伸び. 頂部及び基部に不完全
小花あり
B1 実は小さ〈凹む、球究家. 果実は集族. 鱗片は
'3-5. 成熟して癒合す

…・・ (34) Pseudostach抑 m

は基で軸を包む. 頂で拡る…(43) Teinostachyum 
B3 実は長く鳴る、果実は厚く分離し得る. タト頴は
斡を包む. 鋭尖端. 棉々雛あり

-・・べ8) Cephalostachyum 
第2盛簾 Melocanneae
内穎は無いか、登実花のタト頴と同形

Al 雄蕊 6 個
B1 '/J、穂は小形、座着、 1 花、実は熟する前に厚い
肉付の宣告い果皮で包まる、鱗片は無いか、又は発， 
育不完全 …・・・(12) Dinochloa 
B，小穂は普語、円筒形、 1花又は 1 つの不登実小

l
 a 

'
 

A 1 頴は未発達、雄蕊6、花糸離生、花柱3、基部まで
分離
B1 /1、穂♂与一7花、上方に僅か 1 つの発育不完全な小
花を有し: 花梗あり ……(25) Nastω 
B，小穂は1個の完全小花と 1個の第二次発育本金の
IJ、花よりなる. 果実は離在、頴斤に包まる、種子 恥

は接着帯で果実に密着 ・・・・・・(16) Gleslamia 
A，蓄額は発達、雄蕊氏自由花王除、 11、穂多花
B1 内頴は犬、 2背稜、稜は有翼、鱗片3
C1 花柱短く 2 - 3- 4 個、棄は比較的狭い

H ・V ・(17) Guadua 
C: a 花桂長く基部まで2岐、葉は極あて広い

'" ... (18) GuadeUa 
cs 花桂長く糸の様U 伸び2個で先端更に2 叉する

……σ)  Brasi10calamus 

C1 内穎は頂上で僅lこ2裂、小穂多花
D 1 稗は有刺 日 H ・I・(6) Bambusa 
D ，稗は無事j 毎 ・・・・・・(20) Leleba 
c，内頴僅に 2 背稜或は稜な L 、小穂 2 花、鱗片
なし ……く29) Oreobambus 
Cs 小穂上部の内頴は背稜な心理端分叉せ守、 、
下部の花の内頴は2背稜、先端2深裂、小穂はIJ、，

d 頴は発達. 花来持基部で単体雄蕊をなす。
B1 小穂は倒卵軍事、又は楕円形、多在、内穎は 2 背
、稜、錦片は2 - 3個、不規聞で無きととあり

…・・(14) Gigantochloa .  
B2 小穂は長形、円筒彩、角立つ、花少し、主部の
花の内頴は背稜僅にあれ或は失〈

...・・・(30) 0 勾 ten四山町a
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B3 小穏は卵形放針形、頴の下に関節あれ頂小花| 各層の記載
のみ登実、短円錐花序は事側怯…・・ '(35) Puelia I  (1) Arthrostylidium Rupreht 

第二蛮族 A tractocarpeae 高潜木或は斐竹、薬に裕子目なし、小積基部及び演
本亜族は BambusaとBaccifereaeとの中関 ? 部に不完全花を有ナ。多花.RIA着、密生. 単房状或は
雄蕊 6、花糸iま基脚で単体雄蕊をなナ、果皮薄く種| 円鏡花序、各花は関節により分離. 下方1 - 2花無臥
=fJ: 0分離せ今、小穏刷、花は対生、弓形、草質茎 、/1個の設あり‘其の他は両性、部、鱗回、雄部、花

(4) Atracto悶 rpa I柱2、下方儀に合芳、柱頭毛状或問裂。
Trib. (5J Chusqueae 

雄蕊3、花糸あり、ぇj、穏3、λJ、穏の基部のiJ、花は不完
金、花栓短く 2裂、柱頭2、極く務に丸種子は蒋い種
皮で包まる、粋は草質。 I

本族に 2 属がある。

A. capilIifolium キューパ産にして、長さ 6 c mの" e
の如き細禁を完まける。 A. exceIsum 干y =ダツト.
F ミユガ産で直径30cm、高さ 2 5 mの豆秤を有ナ。
C分布〕 北米、アンチル諸島、ジャマイカ島、メキ
シコ、キューパ・ペネゼラ、ベルー、プラジル等lこ30
種ーー
(2) Arundinaria: Michx=Sinarundinaria 、

.Al 葉は狭く基部に関節あり …・・ (10) ChusqUea I  TIlii婆木或は喬木、築は脱落性、芽は 1 節え小穏離

.A2 薬は広〈基部に関節が無い …・・・く31) Pl四 otia I焼、多: 活、. 長伸、総状或は円錐花序、訴は小形不問、 1

.  Trib. (6) Sasea色(Tat.)nov. ザサ族
雄蕊3或は 6. 子房1， 3分岐、離生花糸、小穏1ー多

花、外部は鋭頭、又は小さ端、不明瞭な多除、内主主は
タト設とi可長、顕著な 2 背稜、蒋き果皮は種子に密主号、
粋の長さ 0.2-3rri、幾竹多し、 F早翰は成長後色離脱せ
す、 3 - 5年で上部工り腐り落つ、芽は各節 1 - 3ー7、，
薬は裕子詠状をなナ。マ
本族にはヨえの 8属を合むが. 本誌1巻3号に詳記しで
あるからと、では省略ナる。
(9) Chimonobambusa : カシチク属 (19) Indoca-

]amns ィダカメダケ属 'ロ6) Nipponobambusa 
ノ、= ネメダケ属、 (32) Pleioblastus メダケ属 (33) 
Pseudosasa ヤダケ属 (36) Sasa クマザサ属 (37) 
Sasap lla 、アズマササ属 (38) Sasamorpha スズダ
ケ属

II得に欠除、: 外設は無稜、往々短、でありも花往2 - 3分
離. 雄蕊3、果実は有i蒋長形。
嘗て日本のアズマササ属に用いられたが芽の多く出
るとと、雄蕊 3、重量の脱落する ζと等で区別出来る。
〔分布〕支那? ピノレ? 、印度、セイロ: / ，アフリカ

< l t . 米、ノ、イチ島、キューノマ. メキシヨ、ヨスタ P ア、
ドミユカ島、エクアドル、ペル一、ギイナ、ユユーギ、
エヤ、トリニダ』ト島、プラヨYル. オーストラリア
( クインスランド) ，こ 100種
AthroostachyモBenth

主主竹、棄特口に長き剛毛あり、若葉に支持された産
着頭状花を成ナ。ィ、穏極く短柄、頴は短 < 2、花柱20 、
〔分布〕 プラジルに 1・種
(4) Atractoc1rpa Franch. 
草本茎、高さ30cm、棄は主主針形、長さ18cm、巾7ー-

8 c m、小穏は偏圧多花、全部単位、頂花は地位、下方
4 - 6::iEは雄性或は無償、頴3一久雄蕊花糸分離せ争、
・鱗皮普主主 3正子房は大形紛鍾形、果皮涛〈穀粒より容

Trib. (7) Shibataeeae オカメザサ族 l易に分離。
I  (分布〉 プラザぜル( ョ y ゴー〉に 1種

秤は側'1注叉ばI頁生‘半月位形、節は高し穫は紙質又|I  (5) Aulonerr由 Goudot
は膜質で先端lこを状の附属物あり、肩毛を欠心枝は||  
各節 1 - 5個、 2 節よりなり、先きに 1個の薬をつく、 |  | 下花は 1 個の設を有し然性Z 外頴は3泳、内頴は7J.1示、
2 年目はとの節上り菜を出ナ、楽には締部なし、竹 l外設は7除、卵形、内殻は凹形、 2除、雄蕊3、溺線形.
類中本腐のみの穴きい特徴である。薬弥tは格子目、花| 鱗皮3、不問、後方のは卵形、 3除、子房座完号、楕円.
序は枝の棄のない街、叉は基討とり出で数値! の頴花上| 花糸は基部糸状、柱頭2、羽裂。
りなる。基に 4 個の箆き鱗片を備5、頴1 E は 3 倒の萄 I c分布〕 ニューグラナダ、ペネゼタに 1寝室
に包まれ外頴4 内頴各 1 偲，花頴 3 個、雄蕊 3 個、子 I(6) Bambusa Schreb. 
房1個 3叉ナ。 1 属のみ I  秤は丈高き木本、有刻、実は短柄、格子自を欠く.
(41) Shibataea Makino オカメササ局 | 築総に耳必り、花序は種身、事監禁の盤かた円錐、又は

- 1 1 1 -
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の色のあり、花桂は 1長形、柱頭短t ，2--3、。
状、果実は竪果小形、殆E 諌形、有明。
D. strjctus 最強、最有用竹托して毎年間棺する O '<M

よく乾期に耐える。 D. Hamiltoni 替は食用として噌じ
好きる。 D. Merri1lianus 稗高〈叢生し、若竹は割り
て骨縄特民曳網の製用医用いるー強いので有名で事) 卜

有葉伊丹錐. 文ば穂状円錦、小穂多花. 上花及び下花
不完会又は両性花と単位花混在する。頴は2戒は多数、
下部頴は短大、膜質、内設は膜質、細長、丹戴より長

筆状、花桂2一久甚短、先端視裂、子房卵形、有毛、
頂部有明、果実は楕円又は線扶楕円形、鋭頭又は鈍
頭. 1本の溝あり、果皮は薄質。 .る。 D. pateUaris 節聞が長く ω由 4 抑c m、極l>て多.く
B..spinosa 梓に多量の桂酸を合み節聞に桂酸賓の|

| のしなやかな横枝を出すO . それが地面に垂れて奇観を
国務物を蔵す。 ζれを天竹責 Taha舵 hr と称し強壮、 |  

| 曇ナ. 鏑等の材料となる。
催春剤に用いる。印度支那、ボルネオ、馬来、海南島||  【分布〕支那f本土、台湾には義植〉、比島、ポル* ¥ ，等に原露。 且

ォ、ス、シダ列島、ジャ q 、仏印、タイ‘ピルマ. 'v' ν 
ー、スマトラ、印度支那、印度等に30:種 '〈分布〉支那t海南島、台湾入印度支那、ジャヮ.

ボルネオ、マν一、 ι印度等Iこ2何重
E く12) Dinochloa Buse (7) BrasiJocalamus N 品kai |  蔓竹、拝は千鳥形に延び膝曲、稗鞘は宿存、鐘には

花序が枝の先きに穫をつ< | 長い附属物あり、業は大形、明瞭なる格子目あれ小花穂は花軸から平たく 2列に並んで周る。詑桂の許は|I  : 穂は小形、 1花、花序の頂又白花序分岐に座着、頴球形で桂頭は2個で長〈糸の様に伸び先きは再び2叉す |
る。
〈分宿〕 アラジルに 1種のみ

(81CephaUostachyuni Munro 
高瀧木、花序ば近接せる上部葉より成る総葱に殆ん
E 囲緯せられ搬密な球形頭状をなナか或は円錐形、 IJ、

子房卵形、銀三吾、果は広卵形. 厚き果皮に包閥、肉
質。、
〈分布〉 比島、海南島、ボルネオ、‘ジャヮ、マν
ー、アンダマン、ユヨパール島、印度等1こ1(糧

穂は多数、 l/J、穂は3花より成る。中位の1花のみ登実、 I( 1 3 ) F叩 esia Franchet' 
摘の設を有す、下雌は唯1個の鼓あり、上慨は発| マダケ属医似るも梓或は糊の 1側面に平坦部制
育持、頴は2 - 3ぷ弘、薄質、鱗皮3. 通常大型、故| 有溝都銀〈、花序は偏側、子房は無柄なれ
道師、菊長し、子閉山陽、頂にl偲の長き花極ぁ| 【分布〉支那に 1 種

(14) Gigantochloa Kuroz. 
る。 十 Banbusa 属に似ているが雄蕊が単体をなす点で異
【分布〕ー支那、比島、ι ピルマ、東印度、マダガスカ| る。 P
ル島等に10種 |  高木或は蔓性、梓の上部で分岐、鞘に耳あれ花序
(9)①‘Chimonobllmbu8a Makino カジチク属 | は複円錐、小穂白卵円形、下部及び上部に不完全花
〈分布〕 日本に 1種 1変種のみ | 初、両性花少し、頴は2 - 3、両性花の内誌はニ背稜
(lO)Chu叩 ea Kunth くFig. I ) 鱗片 3 - 2、雄蕊 6、基部単体をなす。菊の上部毛筆
亜濯木議は蔓竹、葉は小形、円錐花序は頂生、小穂| 状、子息有噴、果実は椅円或は線形、果皮膜質。

は房状、頴4個. 下位頴は狭小、上位頴は外頴花に似て I ( 分布〉比島、商支、ボルネオ、ジャヮ、仏印、タ
巾広〈無在、雄蕊 3、鱗皮 3、花桂 1-2. 基部まで分| ィ、マ v -、印度、ナシダマシ等に15種

! 離、柱頭内側毛状又は濁裂、稀iこ3柱頭、果実は線形. I  (15) Gla2iophyton Franch. 
楕円形、或は偏庄・ I  
【分布〉 金米特有、特iごアンデス及びブラジルの高 1:花又は3花、花は両性. 上小花は長形、外設 5 - 7肱、

地、メキシコより南チ 9 ーまで. チェロ島くチリーの 11肱は中程で稜形に睦起、 内穀鋭j ' {2背稜、能皮3、偶
甫都にある島、南緯420，こ及ぷ〉等に75種卵形、雄道弘自由花払子房無毛、座着、楕円形、
(11) Dendrocalainus Nees 頂部精々肥摩、花桂2. 基部より分離、 1備の大形で豊 r

高濯木又は蕎木、稗鞘は腕落、小穂は円錐花序の枝| に分列した柱頭を有す。
( 分布〕刊プラジルに 1種

①下線の色のは日本産の竹につき本誌1巻2号舎の小生の詑事を参照して難者度い。
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(16) Greslania salansa 
手宇高2 - 3 m、灘木、 λj、穂は 1ぇj、花、両性、頴2毅2，

無さで肱不明際、外殻凹形、内設不明瞭の2背裁、鱗
皮3、雄蕊氏子E号無毛、花桂甚短、柱互買え殆E 基部
まで分れる、花序円錐形にして上部有薬又は無菜、呆
粒はタト果皮に合完寄せすも、疲果なり。
〔分布〕 ユユペカ V ドニヤ lこ4種

(17) Guadua Kunth 
小絡は上方及び下方は不完全花、下方の若干の花は
地位或は無性にやして単設とれに続〈、両性花は 2 殻あ
り、頴は2、短し、外教は多除、卵形、内設は内曲線、
2 背稜、雄蕊6、鈴皮3、花柱は短， 2 - 3の柱頭あり、
若者裂、毛状或は絢歯車器、 G. 
4注額を有ナ。呆は卵形、或は線状楕円形。
〔分布〕北米、メキシヨ、ペネゼラ、 z クアドル、
ベルー、プラグル等に30種
(18) GuaduelJa  Franch 
草質、高さ 60cm、大楽をつ〈、 λj、穏は偏圧、多花、

下方は出産性、他は両性、外設は草質、多泳、内殻は2
‘背稜. 稜は大形翼をなす。鱗皮3、倒卵形、雄蕊6、花
糸短かく離生、子房楕円形、有毛、才E柱延長2深裂.
柱頭2、頂部まで合法。
仏国南のプライオシー Y 中期の土中よ. り化石s.lug.
dunensis Sop. が発掘さる o .x. y グラ等はアシ属の 1
種? と云う。
〔分布〕 アフリカ( ガプン、カメロシ、 2 ンギー〉

に 4 種
く19) IndoC.i1Iamus Nakai ニイタカメダケ属
科総は永割生、芽は普通3個、柱頭は4叉する。争
〔分布〕 支那( 本土及び台湾〉、比均に 8種
(20) Leleba Rumphius 
刺竹属 Bambusa によく似るが) t 1 j のないとと、子房

のもとが丸くならないので区別される。
L. Balcooaは1 ' / 1 皮南部に産し、7 . 1 < に茂ると強靭にな
る特憶がある。L.Binghamiは地下茎の屈曲し易い性質
、を土人は巧に利用して奇形な竹細工をする。 L.elegans
馬来の 1200mの高所に群務をつくる。L . I'くlossii は馬
来の産で大きい君主毛のある鱗皮がある珍らしい 1種で
ある。L . tuldoides は海南島、台湾、南文、仏印に
原生し 3 - 4年毎に開花結実する。結実後志根は枯死
しない。
【分布) fl本( 天草〉、支那( 南部、台湾〕、比J;品、

仏印、1' / 1皮支那、 f.l 1  > ピルマ、米国〈キューパ、ハイチ〉
朝こ 100種
く21) Melocannll Trin. (Fig. 1) 
高木. 薬は大形、有柄. 格子日なし、 λj、積は小数

花、 λj、穏の上部及び下部に不完全花あり、両性花1個.

務に 2 個あり、頂花は不完全. 基部に鱗状在片多数あ
り、登実花のタト主主は小数除、革質又は膜質. 内裁は頗
る長〈膜質、縫皮3、務lこ2、雄蕊5ー.7，花柱長し、柱頭
久子房・ば長舟形.
リンゴ形、肉質、
突頭。
1種 M.bambu・
soides は采印度
産、往々裁培、果
実は竹類中最大で
径 8 - 1 2 c m に及
びビーテルナツ

Fig.I 

時.locanna 凶mh阻 i也sトの様に美味、土
人は焼いて食ナo M .  compactiflorus は蔓竹で節問中
に清水を貯え山中での唯一の飲料水である。
〔分布〕 仏，1'/1、ピノレマ、1'/1皮に 5種

(22).. Merocalamus Bentham 
中形吉正利の木本. 頭蔓性の還を出す、科革路は宿存、

花序は大形. 複円錐形、小溺は極く小形、 2花" ;.罫は2、
大形円形、燐皮3、大7降、雄蕊6，花糸短く離在、花柱
短、柱頭2一九若者裂、果実は甚だ大形、リンゴ位の大
きさ、果皮は宿存なる色分離し得る、草堂澄肉質
〔分布〕 ビル? に 1種
(23) Merostachys Spreng (Fig. ]) 
高滋木又は主主竹、奈は不明瞭な格子目、小穏は頂部

及び基部に不完全花あり、 3- 4 花、下の2個花は殻1備
のみを有し然性、極めて不同形、続 <1花は両性、 2伺
の殻あり、頴は欠如、雄蕊3 I務皮3、花柱往々基部胞
厚して球形、 2主主頭に分岐。
〔分布〕 プラグル、パラガイ J ベルーに20種

(24) Microcalamus Franch 
花序は円錐花、穏紬角形、有毛、小穏は偏庄、 2/J、

花、花形不問、1 m2個、凹形、外頴は3除、内ZEは2倍
長、 5除、中性或は雄性花ではタト設卵形、 7除、内設は
薄膜質、雄蕊3、両性花に於てはAFは夜紙質、 5恥
内殺は雄花と同様、鋒皮極小、倒卵形、雄; 芯3、自由
花糸、子房座芳、卵形、無毛、花栓 2 個、延長、柱頭
は上部ヨヨ裂b
(分布〉 西部熱帯アフリカに 1種
(25) Nastus Jussieu 
小穏は下部竺ぴ頂端は不完全、短梗、備庄、対生、
5ー7小花、下方の花は無位、不完全花1個を上方民有
ナ、頴は2個. 短ョ事請に発芽、鱗片3、有毛、不等形、内2
個大形‘雄芯6，花経は基部まで深 < 3裂、柱頭は短く
内側初裂、果実は然宅、基部疎化、卵形。
〔分布〕 ブラジノレ、 エマトラ、 マダガエカJレ等に

2種.
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Pseudostachyum Munro I  (4め Semiarundin竺担 Makino ナリヒラダケ属
4 亙灘木J登湊小穂は上方に品下方にも不完全花あ 1 (分布〕 民本、支那〈台湾人南文、海南島) 1こ1種5
h 下方不登実泥は1個の穎あり、中部の 2 -3 -花は両 1 (41) 5hibataea Makino オカメ. ザサ属一
性にして両頴あり、タト設は 5除、内殻は少し短， 2背 1 (分布〉 日本(1種〉、支那( 2種〉あり
稜、鱗皮3 - 5、大形、果実が成熟ナると合芳、雄蕊ふ| く42)5inoarundinaria Ohwi -.!-ダケ属
花糸離在、子房総毛、花桂長く. 子房上につき2短柱" v ' ダケ、ハチ夕、モウ Y ウ等を合む普還属
頭あり、呆実は小球形。¥ ， 1， ( 分布1 日本、支那、ヒマラヤ，原産にして広く世 J

【分布〕 戸ルマ、印度比 2 種 | 界1:，裁主脅さる。 25種あり。
(35) Puella Ftanchet '  1  (43) Teinostachyum Munro 
草質、薬は狭長なる披針形菜、高さ 3 0 c m、小穂偏| 濯木、小穂は複数花、円筒形、下方 1 - 2花と上方

庄、多花、会花単性、演花地位、下方4 - 6は雄性も頴 I2 - 4花は不完全花にして登実せすも E個の殻を有ナ。中
3一久雄蕊は下部合荒の花糸あり、雄蕊は登突、設頴 l部のみ-s花は両性にして商殻あり、頴ば 2 以上、鱗皮
は同形、鱗皮2一丸小形B 子房無毛、楕円形、花桂2岐、 I  3，多廊、基部内臨す. ‘雄蕊久子房極あて長く、呆実
主義実は卵形、果皮薄く容易に分離。 1は撲界状有明雪f
( 分布〕熱帯西アフ P カのコンゴ、 :ffプンに 5額 l' ( 分布〉京印度、セイロ y 島Iこ5 種
(36) 色竺 Makino et Shibata クマザサ属 ，1  (44)' Tetムgonocalamus Nakai ジカクダケ属
〈分布〕 日本、朝鮮、 y 聯〈曳太〉、支那( ? ) 、現在| 花は未? ゴ知られ争、中井博士は植物研究雑誌9巻田頁
まで発表されたもの3回種 ・ 11こ花部の詳記あるが突は本属のものでないと言九本
(37) Sasaella Makiuo アズマササ属 |  I  '属は1種。みで米? ゴ 1回る花が咲かない由。( 中井: 同
【分布〕 日本( 奄美大島主り、北海道まで〉今日ま||誌、12巻902頁〉

で発表された色の132種に遣すー 、 |  
(38) 5asamorpha Nakai 一見守タ 属 1  ( 分布〕支那( 福建、江蘇、台湾〉原産でちるが.

| 日本及び世界中に広く栽培される。〔分布〕 日本、朝鮮、中、南支に分布する16種 |  
十(45) Thamnocalalllas Mun)."o (39) 5chizostachyu削 除 es ツルタケ属 !  
|  喬木或は経木、時には斐竹、手早は細長、穫は節問主り|I  ; 薬は格子白状、 J 、形、花序基部に有翰主主あり、け、徳短い、花序は校極上に穂状円銭形をなし、頭状に集る|

号吉頴1個、稀lこ2個，内部主外殻に似る。無稜清溝、鈴| は小穂の% 程度、対設は内殻と滴々同長、鱗皮3、耀
皮3 - 1、不定、雄蕊6抽出、おは狭く小尖端或は毛筆， 1 蕊え稀iこ6，花柱短、栓頭3、果実は線形、小形、
端、花糸離在、柱頭は3分岐、花柱長し、堅泉小形， 1  T却 a出 flora はヒマラヤ西北部、 250b-3必O mの

タルツ兵に主れば小磯下垂せる Chl?othamu9 Buse 1 品の1つである。
開属なりと云う。 1 ( 分布〕支払印皮の山地に 6種，
S.brachyclada はセレペスで織布とせられる。 5.di- I  

1  (46) Thyrsostachys Gamble 
ffusum は台湾比島の山地に生す・る蔓竹で4 0 m以上 ||  粋は直立、強剛、科輸は薄〈宿存性、禁色ノJ、形私花
、に色伸び節聞に清水主主貯えているので樵夫の飲料とな|

? レーに産ナる菟竹|I  l ? ，頂端 1花登実、 1個の果主立と 1個の小梗状をなす不で高さ20mlこ色遣し火吹竹、笛等につくる。 5.limaは |
比島に麗し直立茎を有し、節問が 1 m に色及ぶので有| 発育. 不登果を内私頴1 - 2，有会? 殻は向払鱗皮
名である。 、 1 3- 2稀に欠如、雄蕊6，長く抽出. 子房有胤倒円錐
ー〔分布〕支那( 南文、‘台湾入比島、ハワイ、南洋群| 形. 花柱には 2 - 3 の柱頭あり、果は円筒形. 2 f 1 . 滑無
島( パラオ、サ y ドウイツチ烏〉、サモア諸鳥、品ユギ| 毛、呆皮は殻粒に密i着。
= ャ. 仏印、タイ、 v ! /一、 rセy ペス、' ボルネオ， l7 1  T.siamensis は仏印、タイに虚しト庭園並に並木に
ヤワ、 z マトラ、I'fJl麦、シヤム、マダコゲスカル島等に| 植える。
40種 1  ( 分布〕仏I ' f J . タイ、ピルマ. 印度等に 2 種
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